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㈱
が
納
め
た
。

ケ
ー
ヤ
ー
ド
が
こ
れ
ま
で

に
何
隻
も
手
掛
け
た
中
央
ブ

リ
ッ
ジ
と
し
て
は
最
大
級
の

船
体
。
船
首
の
浮
力
を
考
慮

し
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
熟
成
形
」
の
自
信

作
。
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
は

船
首
、
船
尾
の
両
方
に
設
置

し
安
全
性
、
操
作
性
が
向
上

し
て
い
る
。

電
気
系
統
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

全
装
し
省
エ
ネ
効
果
を
ア

ッ
プ
。
投
光
器
は
８
基
と

多
め
に
設
置
し
た
。
田
村

隆
船
頭
は
「
死
角
が
な
く
な

り
安
全
に
作
業
で
き
る
」
と

喜
ぶ
。
最
新
機
器
を
装
備
し

た
操
舵
室
も
充
実
。
漁
労

環
境
が
一
段
と
向
上
し
て

い
る
。

作
業
の
無
駄
を
省
く
た
め

動
線
の
取
り
方
に
気
を
配
り

な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
操
船

能
力
を
重
視
し
た
田
村
船

頭
。「
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
で

も
安
定
し
て
お
り
、
ぶ
れ
ず

に
せ
ん
回
で
き
る
。
良
い
仕

上
が
り
に
満
足
し
て
い
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

進
水
式
は
月
日
に
花

12
11

咲
港
工
場
で
行
わ
れ
た
。
同

月
日
、
根
室
・
花
咲
港
を

19
後
に
し
た
新
造
船
は
翌
20

日
、
網
走
港
に
入
港
。
真
新

し
い
シ
ャ
ー
プ
な
フ
ォ
ル
ム

に
関
係
者
ら
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
た
。

納
入
。

油
圧
機
器
は
㈱
佐
藤
鉄
工

所
、
漁
労
金
物
全
般
は
㈲
木

村
鉄
工
機
械
、
ポ
ン
プ
類
・

配
電
盤
・
発
電
機
は
加
藤
電

気
㈱
、
船
底
セ
ン
サ
ー
・
グ

ラ
ン
ド・無
線
関
係
機
器
類・

操
舵
機
（
マ
ロ
ー
ル
）
は
古

野
電
気
㈱
、
ベ
ッ
カ
ー
ラ
ダ

ー
は
㈱
髙
澤
製
作
所
、
サ
イ

ド
ス
ラ
ス
タ
ー
は
山
本
機
工

3代目・開運丸が竣工

ア
ル
ミ
船
で
定
評
の
あ
る

㈱
ケ
ー
ヤ
ー
ド
（
藤
木
雅
之

社
長
）
が
一
括
受
注
し
た
。

エ
ン
ジ
ン
は
三
菱
製
の
Ｓ
６

Ｒ
Ｇ
―
Ｔ
２
Ｍ
Ｔ
Ｋ
Ｌ
、
出

力
６
９
１
㌔
㍗
。
主
機
、
消

船
首
尾
ス
ラ
ス
タ
ー
で
ス
ム
ー
ズ
な
操
船

中
央
ブ
リ
ッ
ジ
型
最
大
級

今
春
ホ
タ
テ
漁
で
初
陣
飾
る

網
走
漁
協
所
属
・
開
運
丸
漁
業
（
城
戸
正
博
代
表
）
の
ホ
タ
テ
け
た
引
船
「
開
運

丸
」
（
㌧
、
ア
ル
ミ
）
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
中
央
ブ
リ

14

ッ
ジ
最
大
ク
ラ
ス
の
積
載
量
を
誇
り
、
船
首
尾
ス
ラ
ス
タ
ー
の
搭
載
で
安
全
、
ス
ム

ー
ズ
な
離
接
岸
を
可
能
に
し
た
。
昨
年
月
日
に
地
元
・
網
走
港
で
そ
の
勇
姿
を

12
20

披
露
。
今
春
の
操
業
で
初
陣
を
飾
る
。

音
器
、
ハ
ー
ネ

ス
、
シ
ャ
フ

ト
、
ペ
ラ
、
船

底
弁
、
主
機
前

カ
ウ
ン
タ
ー
は

敷
島
機
器
㈱
が

城戸正博代表

田村隆船頭

城
戸
正
博
代
表
の
話

平

成
元
年
に
設
立
し
た
開
運
丸

漁
業
は
、
こ
の
年
に
初
代
船

を
建
造
、
２
隻
目
は
年
に
13

建
造
し
年
間
使
用
し
た
。
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船
舶
法
の
改
正
で
、
最
近
は

安
定
性
や
積
載
性
な
ど
大
型

化
へ
の
対
応
が
進
む
中
、
先

代
船
の
老
朽
化
も
あ
り
新
造

に
踏
み
切
っ
た
。

航
行
性
や
作
業
性
も
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
、
た
く
ま
し
い

船
が
出
来
上
が
っ
た
。
ホ
タ

テ
の
水
揚
げ
は
厳
し
い
年
が

続
く
見
通
し
だ
が
、
乗
組
員

は
じ
め
関
係
者
が
一
致
団
結

し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

り
た
い
。

田
村
隆
船
頭
の
話

中

央
ブ
リ
ッ
ジ
と
し
て
の
積

載
能
力
は
最
高
レ
ベ
ル
。

完
成
度
の
高
さ

に
十
分
満
足
し

て
い
る
。
申
し

分
な
い
出
来
栄

え
で
、
実
績
の

あ
る
ケ
ー
ヤ
ー

ド
の
力
を
あ
ら

た
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

（
同
社
建
造

の
）
１
０
０
隻

目
の
メ
モ
リ
ア

ル
船
と
な
り
、

記
念
す
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ

で
と
て
も
う
れ

し
く
感
謝
し

た
い
。

隻
目
の
記
念
船
に
感
謝
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㊧
最
新
機
器
を
装
備
し
た
操
舵
室
。漁
労
環
境

が
向
上
し
た
。
㊦
広
々
と
し
た
甲
板
。動
線
に

配
慮
し
て
お
り
作
業
性
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る

網
走
港
に
勇
姿
を
現
し
た
開
運
丸

網走漁協の

開運丸漁業


